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平
成
四
年
に
県
立
図
書
館
に
赴
任
し
て
以
来
、
二
十
二
年
が
経
っ
た
。
国
立

国
会
図
書
館
に
出
向
し
た
二
年
間
を
除
け
ば
二
十
年
も
図
書
館
に
在
籍
し
た
こ

と
に
な
る
。
そ
ん
な
私
で
も
今
で
も
決
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
日
が
あ
る
。
そ
れ

は
平
成
五
年
十
一
月
一
日
、
現
在
の
県
立
図
書
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
日
で
あ
る
。 

 

当
時
、
私
は
新
図
書
館
の
準
備
担
当
で
あ
り
、
前
日
ま
で
は
遅
く
ま
で
準
備

し
て
い
た
が
、
や
は
り
ど
れ
だ
け
の
県
民
が
来
館
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
は
、

不
安
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
不
安
は
的
中
せ
ず
、
オ
ー
プ
ン
日
は
三
千

人
を
超
え
る
来
館
者
に
恵
ま
れ
、
県
民
の
図
書
館
へ
の
期
待
に
対
し
て
嬉
し
く

思
う
と
同
時
に
責
任
も
感
じ
た
日
と
も
な
っ
た
。 

 

設
計
段
階
で
の
利
用
想
定
は
一
日
八
百
人
で
あ
っ
た
が
、
当
時
の
一
年
間
の

利
用
者
は
三
十
三
万
人
強
、
一
日
当
た
り
に
す
る
と
千
二
百
人
程
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
現
在
は
、
年
間
四
十
三
万
人
の
県
民
が
来
館
し
て
い
る
。
他
の
都
道
府

県
立
図
書
館
の
利
用
と
比
較
す
る
と
、
当
館
の
よ
う
に
建
物
が
古
く
な
っ
て
利

用
が
増
大
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
稀
有
な
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
当
館
に
は
県
外
か

ら
多
く
の
議
員
や
団
体
の
視
察
が
あ
る
が
、
い
つ
も
利
用
が
増
え
て
い
る
要
因

を
問
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
答
え
を
私
は
明
確
に
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
で
い
る
。 

 

二
十
二
年
間
で
県
立
図
書
館
は
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
示
し
て
き
た
。
市
町

村
図
書
館
支
援
、
電
子
図
書
館
、
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
課
題
解
決
型
コ
ー
ナ
ー
、

館
内
コ
ン
サ
ー
ト
、
学
校
図
書
館
連
携
、
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
等
、
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
毎
年
の
よ
う
に
実
に
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
て
き
た
。
や
は
り
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
サ
ー
ビ
ス
が
県
立
図
書
館
の
利
用
増
に
少
し
ず
つ
結
び
つ
い
て
、

現
在
に
繋
が
っ
て
き
た
の
だ
ろ
う
。 

 

次
の
十
年
に
ど
の
よ
う
な
社
会
変
化
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
図
書
館
が
ど

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
べ
き
か
は
、
既
に
老
兵
で
あ
る
私
に
は
知
る
由
も

な
い
が
、
新
し
い
歩
み
を
止
め
た
時
か
ら
、
衰
退
は
始
め
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
文
豪
ト
ル
ス
ト
イ
は
「
最
上
の
幸
福
は
、
一
年
の
終
わ
り
に
お
い
て
、
年

頭
に
お
け
る
自
己
よ
り
も
、
よ
く
な
っ
た
と
感
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
」
『
読
書

の
輪
』
に
書
い
て
い
る
。
私
た
ち
も
大
き
な
一
歩
は
踏
み
出
せ
な
く
て
も
、
小

さ
な
一
歩
な
ら
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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閲覧室の窓に、春の日差
しが届くようになりまし
た。このたび、当館で所
蔵している『佐竹本三十
六歌仙絵巻』の模写絵巻
を、デジタルアーカイブ
に追加しました。電子書
籍を登録なしで自由に利
用できる「オープンライ
ブラリー」でもお楽しみ
いただけます。（４面に
関連記事） 



３ Sponsors´ビジネスカフェ 
Sponsors´ビジネスカフェは、スポンサー企業間

の交流を図るために昨年度から開催しています。

今年度は５回開催し、内容は、館内見学による当

館の業務や資料の紹介、データベースの研修、企

業間連携（ＢtoＢ）の事例紹介など多岐にわたり

ました。企業連携の事例としては、当館のビジネ

ス支援から生まれた製品がスポンサー企業同士の       

                交流により商 

                品価値を高め 

                ることに成功 

                した事例が紹                     

                介されました。 

                参加者はコー       

                ヒーブレイク                      

                を楽しみなが 

                ら交流を深め 

                ました。 

                    

 

４ 成果を生かした今後の取組 
今まで当館の取り組んできたビジネス支援サービ

スは、図書館から個人や企業に対するものでした

が、この２年間の取組を通して、企業同士の交流

による新製品や地域ブランド等の様々な事業の創

出や、県内企業の活性化などの可能性が見えてき

ました。今後は県の関連部局や商工会等と一層連

携を取りながら、ビジネス支援サービスの展開を

図りたいと思います。 

 現在図書館は、地域の情報拠点としての役割を

求められていますが、当館では、「日経テレコン

21」や「Ｍpac」等のビジネス系データベースを

始め、全８種類の商用データベースを導入してい

ます。豊富なビジネス系資料や図書館員によるビ

ジネスレファレンス・サービス、関連しての専門

機関の紹介等も可能です。また、休日も利用でき

ますので、ビジネスや地域活動で活用していただ

きたいと思います。 

１ 雑誌スポンサー制度 
                この制度は、 

                企業や商店か 

                ら雑誌を１年 

                単位で寄贈し 

                ていただき、       

                その企業や商    

                店を「雑誌ス 

                ポンサー」と 

                して、雑誌カ 

                バーに広告等     

                を載せるもの

で、図書館を企業の情報発信の場として活用して

いただく制度です。１階エントランスホールには

雑誌スポンサー企業等紹介コーナーがあり、各社

のパンフレット等を置いています。現在、参加企

業は37社で寄贈雑誌は53誌となりました。 

 

 

２ ふるさとビジネスセミナー 
                昨年度に続き     

                今年度もふる 

                さとビジネス 

                セミナーを２ 

                回開催しまし 

                た。１回目は 

                台湾在住で日 

                本企業の進出 

                を支援してい 

る白石常介氏から、「魅力ある台湾進出のための

基礎」と題して講演していただきました。２回目

は日本能率協会総合研究所マーケティングデータ

バンク事業本部長の石川浩一氏から、「ビジネス

マンのためのマーケティング入門」と題して講演

していただきました。台湾や中国への進出は県の

重要施策の一つであることから、経営者や貿易関

連企業、県や団体の担当者などの参加があり、当

館の取組を伝えることができました。 

 １階エントランスホールの雑誌スポン 
 サー企業等紹介コーナーでは、各社の   
 資料を入手することができます。 

特
集 

県立図書館は地元企業や商店を応援しています 

スポンサー制度を活用した企業活性化の取組 

 当館は、全国の図書館に先駆けて、平成13年度からビジネス支援サービスに取り組み、平成24年度には「雑   
 誌スポンサー制度」を導入しました。平成25年度からは、文部科学省の「公民館等を中心とした社会教育活 
 性化支援プログラム」の委託を受けて「スポンサー制度を活用した企業活性化事業」を実施しました。これ 
 まで２年間にわたる取組の概要を紹介します。      

ふるさとビジネスセミナーは、11月と
２月に行いました。 

ビジネスカフェでは、参加者同士が事
業を紹介し合いました。 



Ｔｏｐｉｃｓ 
 

～県立図書館 で開催したイベントや催し物などの紹介～ 

このほど韓国の寧越（ヨンウォル）郡の高校生が

当館を訪れ、館内を見学しました。 

 ４階書庫では『御曹司島渡り』や『解体新書』

『佐竹本三十六歌仙絵巻』の模写絵巻を直接閲覧

しました。また、秋田藩の大工を務めた戸崎家の

寄贈による『宮大工資料』や江戸時代に描かれた

『久保田大絵図』などにも大変関心を示し、職員

の説明を熱心に聴いたり、質問をしたりしていま

した。 

 この訪問は、秋田県青少年交流センターが韓国

寧越郡青少年相談福祉センターの「青少年日本文

化体験プロジェクト」に協力して行うプログラム

の一つで、当館へは平成25年に続き２度目の訪問

となりました。今回は、高校生19人、指導者５人、

通訳ボランティアとして、韓国から秋田大学に留

学している学生など総勢30人が訪れました。 

 

韓
国
の
高
校
生
た
ち
は
４
階
書
庫 
  

 

で
『
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
巻
』  

 

の
模
写
絵
巻
を
閲
覧
し
、
職
員
の 

 

説
明
を
聴
き
ま
し
た
。 

 寧越郡青少年日本文化体験プロジェクト 

 韓国の高校生 貴重資料を見学 

 閲覧室にパスファインダー 

「調べ方ガイド」を設置 

 東日本大震災からの復興を支援 

チャリティーコンサートを開催 

３月１日、秋田県児童会館のけやきシアターにお

いて、震災復興チャリティーコンサートを開催し

ました。このコンサートは、児童会館を運営する

ＮＰＯ法人あきた子どもネットと共催で行ったも

ので、今年度で３回目となります。 

 会場には親子連れや被災地から秋田県内に避難

されている方々などおよそ200人の観客が訪れま

した。今回は「音楽で心のつながりを深めよう」

をテーマに、秋田在住の演奏家の方々による童謡

やクラシックの演奏、ブラボー中谷さんのマジッ

クショーのほか、ロビーでは電子書籍体験や絵本

の読み聞かせも行われ、楽しいひとときとなりま

した。会場で寄せられた募金55,194円はＮＰＯ法

人あきたスギッチファンドに寄付し、避難者の

方々のための事業に活用されることとなります。

御来場くださった方々にお礼を申し上げます。 

図書館には、利用者の調べもののお手伝いをするレ

ファレンスサービスがあります。このたび、当館に

寄せられる「よくある質問」をベースに、37テーマ

のパスファインダーを作成し、提供を始めました。 

 パスファインダーとは、資料や情報の探し方を記

した調べものの手引きとなるもので、図書館を利用 

する際に役に立つツールです。 

 閲覧室の、参考図書コーナー、郷土資料コーナー、

調べ学習コーナー、ビジネス支援コーナーに、「調

べ方ガイド」として設置しておりますので、どうぞ

御活用ください。 

 （例）新聞の記事について調べるには 

    秋田県の歴史について調べるには 

    秋田の料理について調べよう！ など 

「調べ方ガイド」の色は、参考図書コーナーとビジネス支援コーナーはグリーン、
郷土資料コーナーはイエロー、調べ学習コーナーはピンクです。 

   

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
会
場
全
体
で

「
世
界
が
ひ
と
つ
に
な
る
ま
で
」   

 

を
歌
い
ま
し
た
。 

  



当館の電子書籍の提供が、３月５日から拡充され

ました。 

 これまで提供してきた『歴史読本』や『週刊ダ

イヤモンド』『子育てと健康シリーズ』等、雑誌

のバックナンバーや図書シリーズを追加したほか、

新たに、銀の鈴社発行の児童文学や絵本等50冊が

利用できるようになりました。 

 また、登録なしで自由に閲覧できるオープンラ

イブラリーでは、当館所蔵の美麗な貴重書『佐竹 

本三十六歌仙絵巻』の模写絵巻と昔の建築図を集

めた資料群『宮大工資料』を高精密な画像で見る

ことができます。是非一度、御覧ください。                 

            県議会図書室は議員の   

            調査研究に役立てるた 

            めに設置され、地方自 

            治を中心とした図書や 

            国、県の行政資料を収 

            集・保管しています。 

             当館では、相互の連 

携を図るため、１月に県議会図書室を訪問し、担

当職員同士の情報交換を行いました。当日は、ミ

ニ展示コーナーづくりや排架と展示の工夫につい

てアドバイスをし、図書室職員からは所蔵資料に

ついての相談がありました。また、後日、図書室

職員の研修を当館で実施しました。 

 当館の蔵書や商用データベースの活用により、

図書室を利用される方の調べものに、より迅速に 

 

           当館ではこのほど、デジ           

           タルサイネージ（電子看      

           板）を設置し、情報提供 

           を始めました。設置場所 

           は閲覧室に入ってすぐの     

           返却カウンターの横です。 

           館内で行う展示や休館日、  

イベントやセミナー等の開催など、当館からのお

知らせを御覧いただくことができるようになって

います。 

 今後は、来館された方への御案内として様々な

情報を伝えていくことにしています。 
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Ｎｅｗｓ ～県立図書館 からの最新情報～ 

  電子書籍 

雑誌、児童書など   ８７４冊を購入 

  

Ｅｖｅｎｔ ～イベント・ 催し物のお知らせ～ 

■特別展示 ゴ本（ホン）！といえばくすり展 

      ～秋田のミニくすり博物館～ 

 【期間】 

  ３月５日（木）から５月30日（土）まで 

 【時間】 

  午前10時から午後５時まで 

 【会場】 

  秋田県立図書館２階特別展示室 

 【内容・見どころ】 

  江戸時代の薬、マタギのつくった薬、明治時代 

  の薬局看板、懐かしの家庭薬など約130点を展 

  示。秋田のくすり今昔をお楽しみください。    

これからの休館日 

    ４月１日（水） 

    ５月13日（水） 

    ６月１日（月）～７日（日） 

    ７月１日（水） 

※休館日に図書や雑誌を返却する際は、正面入口横

にあるブックポストを御利用ください。 

県議会図書室で、ミニ展示
コーナーをつくりました。 

情報ごとに画面が切り替
わります。  

秋
田
県
立
図
書
館
オ
ー
プ
ン
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
。
Ｐ

Ｃ
で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。 

  県議会図書室との連携を開始 

 閲覧室カウンターにデジタルサイネージ 

 展示やイベントの情報を提供 

応じることができるようになります。また、当館

の蔵書検索システムに加入し、当館資料を活用で

きるようになりました。 

 これからも、相互の図書館サービスが充実する

よう連携を進めていくことにしています。 

 


